
- 1 -

鶴
見
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

平
成

年
７
月

日

２９

２３

（日）

鶴
見
大
学
図
書
館

第

回
ミ
ニ
展
示

６９

大
江
山
の
歌

―
学
習
プ
リ
ン
ト
―

＊
版
本
「
十
訓
抄
」
で
、
「
大
江
山
の
歌
」
の
章
段
を
読
も
う
。
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「か に た け」 ↑
まず、この２行分だけ覚える。
そのほかの字は、読みながら、
このプリントで確かめる。

【
準
備
】
本
文
に
出
て
く
る
順
に
、
覚
え
て
お
き
た
い
変
体
が
な
と
漢
字
の
草
書
を
書
き
上
げ
た
。
同
音
の
字
が
後
で
も
出

て
く
る
場
合
は
、
最
初
の
字
の
と
こ
ろ
に
ま
と
め
て
あ
る
。
同
音
の
字
、
形
の
似
た
字
は
、
比
べ
な
が
ら
覚
え
よ
う
。
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【
練
習
】
よ
み
を
書
き
、
答
え
合
わ
せ
を
し
て
か
ら
、
数
回
音
読
す
る
。
少
し
慣
れ
た
ら
、
１
頁
を
見
て
音
読
す
る
。
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」

返

歌

小

式

部

歌理

運

彼

卿

歌

読

【
本
番
】
江
戸
時
代
の
人
と
同
じ
よ
う
な
読
書
を
し
よ
う
。
原
本
の
前
に
立
っ
て
読
ん
で
み
よ
う
。

【
自
主
テ
ス
ト
】
よ
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
こ
う
。
８
点
で
一
応
は
合
格
。

／

点
１０

【
今
後
の
学
習
】
高
校
書
道
の
教
科
書
を
開
く
と
、
よ
く
使
う
変
体
が
な
が
２
頁
分
く
ら
い
に
ま
と
め
て
あ
る
。
コ
ピ
ー
を

携
帯
し
て
、
折
々
に
確
認
す
る
。
か
な
字
典
を
め
く
り
な
が
ら
、
コ
ピ
ー
の
余
白
に
ほ
か
の
変
体
が
な
を
書
き
取
っ
て
お

く
。
古
い
本
の
展
示
な
ど
で
覚
え
た
字
に
は
マ
ル
を
付
け
る
。
難
し
さ
を
、
だ
ん
だ
ん
感
じ
な
く
な
っ
て
ゆ
く
は
ず
。

＊
古
い
本
を
見
て
、
思
わ
ず
読
み
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
本
格
的
な
本
好
き
の
始
ま
り
、
か
も
し
れ
な
い
。

松
本


